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； わが町の
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－－青少年野外教育活動・ ： 

わが町の、次代をになう所少年のすこや均、なI点~に Wli-'tする

ことが、わが町の将来の発展につながるミとは言をまたないこ

とである。戦後の家政ihllJ史の刷地によるとし、うか、家路におけ

る話合し、の場の欠如というか、百少年の）j.{l：化はliをおおわし

めるものがある。しかもitl近の傾向はうlぺJ‘の｛正ドヵ：II :1：－，， てき

ている。

p.i外にi佐ぴ.It)；を求めると今、そこに付－＇.交I泊戦争、 l'iifilJJI：（公1,1;

で、 ;!f少年の卜分な遊び場すらなくなってしまャた勺 Ill］＇には不

良映画、不良読物がはんらんし、テ νヒはチヤ〉ネルをまわせ

ば、背少年の教育にIJJましくなレ醤必lがt.-.つはいとL－う γ スコ

ミの時代である。カφ・るl時代にあャて、，1，‘少＂r-の健.:J.~t~·此とい

う課閣は、 M~特にWI加の－j{Eを上J-:I· しつづける在づ1·:t；；人 l lに

対処するためにとられつつある老人間見直と夕、に、社会教ftll＞）、

きな課題となってきている。

さて、制代背少年の指嶋市：I＆には、 r'f~ドを刈虫食とする ，！，・イ｜人凶

j古動の助成、あるし、は ~I' 主r·.子：級の開設など、少年向舎には、不

イスカウト、ガールス力ウ 1、スポーツ少壬t＇団、海洋少 .，，rr・1
または児童クヲプ、こども会など、これらを過して、－，~：少4十一の

指導に、官と民とを問わず心をくt.:.'v、てレるのでああっ二うし

たあらゆるftJ皮からの折.j;/.<lノ111にあコて、，lf・少年の野外教frr1r.
動はよきな役者lりを果たしてし・るとt.-.うことである。

急速に進展する国土開発は、加うるに'ft.；殺なまてずの＊ti斉（））高

度成長は、われわれから l~l然を奪い去ってし、く経路をたどりつ

つある、まことにいたましい現状である。 Pl然が荒れ果ててゆ

く時、人期もまた、滅んでしまうと恒三 する’芋者もあるほと

に、 JJ,!iにλー11JIo> ;)J'Jn（よれl'l':i工し てに ・るe

われわれは、｜｜然の忠みのII lに‘！きて1、ゐニとは／i'Liも；＇1＂・も

カ‘わりはなし、っ JIJ~！ fを；かきまわり、あるいはキヤ／ 'lをfp fJ：・ 3

二とによって、1・1然に鋭Lみ、 1・ 111みてどをし、 il例主：制出すゐlI• 

に、人11\j ），、ょの夫しい任、 。l~· を~＂－ 11 ＇，し 、 J!J りもとすニと （｝） とれ

たけ必裂でゐるカ・は、今｜｜ほど1fi:j なll~dにはないであろ 3 勺

教i-J・歪；Li会l土、 こん Ill・少0 1 '.0） ~11"外教fii／；助0) ・っとして、 イl

々にキャンプ0）｛円i.LJ.-X・ 1をi，瓦の尖地，illi刊をl持Jt.- て L ゐ 、 ii' 少 ~ I - GI.

ク ル ー γ の1j1で、ょうしにffl'.'i.おをまを成し、これらの.ffi4,(?jt~

ちh・ij1.c.となッて、それぞれのl・Ji、ク Jプ11；とで、 I/｛よみの！Y

11'dな どを利1りして、 k し~ .~！［＇外山教什 r'l(J キヘ.，.，.プ合！たり＿I .けて

し‘ニ ＇） と L 、~ t.江ら＇・ ， ~c;t；； る

llifや村には、こどもたちの泣ひ以はた〈とも、わカ・O:il!I I iH I O; 

r i然城崎は、’どまれているf，特iこり，1，；.ヒ公闘の桁正j出f...＜てJあると

ころの I'ti;M,f .械11 1りl~Jζ公闘のIJf.Jff;(i込んで＇·.る絡針。）~＇ （－

外教宵i.r,動0）協であるつまた俗化カ・らcJJ-/J'.・れてI,..るE附11,1／；吉村

ってレるっこのよヲな、上也域社会を’，＿.カ・して、みんなのこと

も、わが町の次代を、レな日本のけ；のII.)'i＼：を・11日’1っていくこと

もたちのすこやカ・なl氏以ωために、 Iii！＇イ’るみの川！桝とi私）Jカιも

廿とも中ーま；／l.;(Ju）であるョ

'・. f,~：題U：史； ・〉

5 } J 1311、1411にirたわれ允教のキヤ ／ソ －Vii吟名

目草戸Ir9rの棋｛議



l悩手II4 5年 7月 10日
月刊（毎月10日発行）ひさあ（~~j溢紛糾） 第179号 ( 2 )' 

~~；~月内 1~，日は町議選挙（
告示は8月2日（日）

こ
の
選
挙
の

投
票
資
格

昭
和
四
十
五
年
八

九

一
日
（
躍
挙
人
名

簿
登
録
基
準
日
）
現

在
で
、
朝
日
町
に
引

き
続
会
三
ヶ
月
以
上

（
昭
和
四
十
五
年
五

バ
一
日
以
，
削
か
ら
住

民
愛
録
が
な
さ
れ
て

い
る
者
）
民
佐
し
て

い
る
者
‘
お
よ
び
開

和
四
十
五
年
八
月
十

二
日
現
従
で
、
満
二

十
才
（
昭
和
ニ
ト
百

年
八
パ
十
三
日
以
前

に
生
ま
れ
た
者
）
に

適
し
て
レ
る
者
で
、

公
民
権
停
止
危
ど
の

欠
仙
柏
市
中
山
の
な
か
も

、JG
nv 

－l
知

っ

て

お

き

た

い

一

一

簡

単

な

法

律

し

未
成
年
者
の

後
見
に
つ

い
て

ぃ
氷
成
年
者
は
、
ふ
つ
う
父
母
の
保
設
を

う
け
て
以
内
て
ら
れ
ま
す
が
、
父
ほ
が
死
亡

し
た
り
し
た
場
合
に
、
そ
の
木
山
作
者
を

父
母
に
代
わ
っ
て
阪
護
教
事
円
し
、
財
綾
上

の
利
読
を
守
る
た
め
、
後
見
の
制
度
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
家
出
政
判
所
は
、
ぞ
れ

に
つ
い
て
、

水
成
作
者
の
後
見
人
を
選
任

し
た
り
、
後
児
人
の
職
務
が
通
切
に
行
な

わ
れ
る
よ
う
紘
符
し
た
り
し
ま
す
。

選
挙
公
報
の
発
行
に
つ
い
て

候
補
者
の
続
腔
‘
政
見
等
を
常
的
し
た

選
挙
公
報
を
発
行
しr
た
し
ま
す
。

よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

八
月
十
日
ま
で
に
お
手
元
に
と
ど
く
よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
八
月
二

U
E
n一川
口
）

か
ら
八
川
十
一
日
（
投
祭
U
の
前
日
〉
ま

で
毎
日
午
前
八
時
二
十
分
か
ら
午
後
一
丸
山

ま
で
で
す
。

不
仲
住
者
役
山
1
4

を
な
ぎ
る
方
は
、
不
在
事

由
証
明
次
怖
が
必
要
で
す
。
用
紙
は
選
比
中
州
刊

期
後
叫
ん
以
に
周
波
し
て
あ
り
ま
す
む

立
候
補
予
定
者
打
合
会

日

時

附

和
問
十
．
九
年
七
川
十
七
日

（
金
）
午
後

一
時
三
十
分

場
所

刺
川
町
灘
会
議
筋

立
候
補
創
出
議
倒
係
必
制
全
配

介仰い
た
し
ま
す
の
で
予
定
貯
は

必
ず
川
服
し
て
く
だ
さ
レ
。

（朝
U
町
選
挙
管
理
要
員
会
）

そ
こ
で
、
後
見
人
の
役
割
り
左

し

て

は
、
米
成
作
者
の
身
分
上
の
行
為
に
つ
い

て
の
代
別
、
あ
る
い
は
米
成
作
者
の
財
産

の
管
卸
六
処
分
な
ど
が
巧
え
ら
れ
ま
す
が

未
成
作
者
と
後
見
人
の
あ
い
だ
に
親
子
の

よ
う
な
自
然
の
愛
情
を
期
待
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
た
と
え
ば
、
後
見
人
に
選
任
さ
れ

て
か
ら

一
方
月
以
内
に
米
成
年
お
の
則
仰

を
調
官
恕
し
て
、
そ
の
円
録
を
つ
く
ゐ
な
ど

後
見
人
の
役
制
に
つ
い
て
こ
ま
か
レ
自
殺
防
仰

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
家
庭
放
判
所
と
し
て
は
、

後
見
人
が
そ
の
よ
う
な
義
務
を
怠
っ
て
レ

な
い
か
ど
う
か
常
に
監
m附
し
て
レ
く
必
民

が
あ
る
わ
け
で
、
あ
る
後
見
人
一
か
、
本
此

伴
者
の
不
動
点
院
を
売
っ
た
金
で
内
分
の
旅

館
企
糊
寓
し
た
う
え
、
米
此
午
お
を
女
中

が
わ
り
に
使
っ
て
い
た
例
に
つ
い
て
、
家

庭
減
判
所
は
、
後
見
人
に
命
じ
て
、
先
却

代
金
相
当
絹
を
未
成
年
者
名
義
に
預
金
さ

せ
た
り
し
て
、
望
ま
し
い
状
態
に
回
視
さ

せ
ま
し
た
。

－
」
の
よ
う
に
、
家
庇
裁
判
所
は
、
後
見

人
の
役
割
り
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
た
り

そ
の
状
況
を
調
貸
す
と
ζ

と
が
で
き
、
後

日
凡
人
に
通
し
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は、

後
見
人
を
解
任
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
心

レ
ず
れ
に
し
て
も
、
叩
棋
の
保
護
に
恵
ま
れ

な
い
十
氷
山
肌
年
ぶ
に
は
、
あ
た
た
か
い
保
護

か
必
裂
で
あ
り
、
後
見
の
ζ

と
が
ら
に
つ

レ
て
は
、
，K
出
裁
判
所
な
ご
利
用
の
う
え

川
滑
に
処
即
し
て
く
ど
さ
い
。

｛
市
山
家
出
品
爪
判
所
）

相

談

コ
ー

ナ

V
巡
回
行
政
相
談

七
月
十
六
け

胡

U
町
中
小
ハ
公
民
館

七
月
二
十
一

日
山
崎
公
民
館

時
間
l
各
会
場
’
午
後
一
時
三
十
分
J

凶
時

ソ
バ
例
相
談

川
時

K
W月
第

一
ハ
曜
日

化！前
十
時
1
キ
後
三
時

場
所
朝
刊
町
婦
人
会
館

マ
人
橿
法
律
相
談

u
時

毎

月

抗
．一一
月
附
け

午
後

一
一時

t
午
後
四
時

制
川
町
職
工
会
館

r川

マ
心
配
ご
と
相
談
所

け
時
十
付
週
月
附
け
（
続
日
除
く
）

午
前
十
時
1
午
後
一一
一時

制
け
町
制
人
会
加

t品jみ1

af
 

リl
 

選

挙

と
lま

（ロ）

知
っ
て
お
き
た
い
選
挙
の
知
識

ど
ん
な
タ
イ
プ
の

人
物
を
え
ら
べ
ば
よ
い
か

住
民
の
代
表
と
し
て
の
議
員
を
選
ぶ

手
が
か
り
と
し
て
、
ど
ん
な
却
の
人
物

を
選
ん
だ
ら
よ
ト
か
、
ま
た
そ
の
タ
イ

プ
に
は
ど
ん
な
の
が
あ
る
か
、
そ
ん
な

角
度
か
ら
人
物
を
な
が
め
て
み
る
の
も

無
駐
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
》

次
に
旧
制
げ
る
の
は
、
出
、
県
、

市
町

村
を
問
わ
ず
共
過
な
、
級
品
と
し
て
の

？川
場
で
働
い
て
お
ら
れ
る
併
織
の
プ
l

山げ
で
あ
る
。

ω町
当
制
に
協
h
uす
る
・』
と
が
印
刷
れ
の

役
付
と
考
・え
て
レ
る
（
泊
従
別
）

mH疋
亦
や
・問
わ
ず
、
町
当
局
に
対
し

一

途
に

M
対
す
る
（
以
抗

m万
作
野
覚

剤
一）

ω正
し
し
こ
と
に
は
後
成
、
版
わ
し
き

は
あ
く
ま
で
泊
求
す
る
〔
正
義
型
）

川
政
治
は
、
是
非
の
寸
内
閣
議
よ
り
も
妥
協

す
る

F

」と
で
あ
る
と
す
る
（
談
合
型
）

則
自
分
の
意
に
添
わ
ね
恵
見
に
対
し
て

は
感
情
を
ぶ
つ
け
る
（
暴
力
問
型
）

刷
会
議
で
は
細
川
高
の
行
、
険
で
は
裂
工

作
一
本
や
り
で
行
く
（
寝
技
師
相
）

川
エ
ゴ
を
吹
き
か
け
、

当
局
を
闘
ら
せ

そ
れ
を
功
み
に
取
引
き
に
使
う
（
場

舌
型
）

山間
職
員
の
問
を
の
し
歩
き
、

肩
書
き
に

物
を
常
わ
せ
て
押
し
ま
く
る
（
事
件

mm
砂）

削
役
場
の
だ
れ
か
れ
の
別
な
く
be
げ
ん

を
と
り
円
分
の
．λ
い
分
を
泌
す
（
ゴ

マ
ス
リ
刷
ぃ
）

制
地
元
で
は
時
火
な
先
生
づ
ら
、
地
区

外
で
は

一
向
は
え
ぬ

（悦一
川抑制中
一）

川
地
元
で
は
低
際
勢
、
地
民
外
で
は
代

議
ー
ば
か
り
で
科
大
－
ふ
る
（
二
例
人

型〉

叫
道
義
も
政
策
も
行
動
力
も
関
係
な

い
・》
た
た
議
員
で
あ
れ
ば
（
無
為
無

策
担
）

切
肩
書
き
で
各
訴
の
会
合
に
脳
闘
を
売
る

ニ
と
を
午じ
き
が
レ
と
す
る
（
売
名
専

問
型
）

ω会
議
や
役
場
の
主
な
で
き
ご
と
を
住

民
に
報
，せ
ず
に
お
ら
れ
な
い
（
情
報

型）

間
住
民
の
正
し
し
γ

・
必
見
を
求
め
る
’
」と

な
そ
の
使
命
と
す
る
（
M
K
・－
im）

以
上
の
よ
う
な
椴
の
外
に
、
ま
じ
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
ょ
う
U

こ
れ
に
追
加

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
が
い
で
す
ν

こ
れ
ら
の
剛
引
を

一
人
で
三
つ
も
凶
つ

も
綴
合
さ
ぜ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で

す
C

援
す
る
に
、
級
品
で
あ
る
こ
と
は
、

惑
を
か
え
せ
ば
、
住
民
の
代
排
者
と
し

て
に
貸
任
を
課
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
り

言
い
か
え
れ
ば
、
町
政
壇
上
に
お
レ
て

住
民
の
正
し
い
意
志
を
代
排
す
る
代
表

者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
常
に
積

極
的
に
、
住
民
の
正
し
い
意
見
を
聞
く

機
会
を
つ
く
る
よ
ヨ
努
力
協
力
す
べ
き

義
務
の
あ
る
こ
と
を
自
覚
し、

実
践
す

る
人
を
選
ぶ
－
」
と
で
あ
ろ
う
と
信
ず
る

も
の
で
あ
る
ν

利
払
た
ち
は
、
選
ぶ
自
由
と
権
利
を
旅

ね
備
え
て
も
っ
て
い
る
し

そ
の
向
山
と
術
利
生
正
し
く
行
使
す

る
ニ
と
が

「
良
織
℃
な
く
て
向
で
あ

ろ
う
む
ま
た
、
政
治
の
米
端
で
あ
る
町

村
政
ζ

そ
、
民
・
．卜
政
治
の
市
川
代
で
あ
り

ほ
体
で
あ
る
こ
と
わ
包
強
く
・必
漉
し
て
い

た
だ
念
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
明
日
川
川
正
選
併
推
進
協
必
人
以
）
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「 臨 幽 置 些 画 壇 唾 直温寸
黒部保健所管内保健衛生大会開催一一一

J

．、
1
1

F
I
M

－
－、

．．
 
，‘pqj
’’’’／
p
j

，寸ノ

1
4

朝
川
町
中
央
農
協
川

友
所
会
館
で
、
引
い
…
畑
山

保
健
所
守
内
（
朝
日

r
l
、
、
ヘ
rv
r
j
、
t

・”
ν

町
刊

E
／
注
a
川
H

サ
リ
ウ
け

山
、
ペ
ト
伝
川
町
）
保

健
術
生
大
会
か
阿
依

さ
れ
、
明
る
〈
作
み

よ
い
午
前
出
涜
つ
く

り
を
日
開
と
し
て
ド川

動
す
ゐ
こ
と
を
叩
し

合
わ
せ
、
以
の
人
会

決
掛
か
』
満
場

一
致
で

川
決
し
山
河
合
川
町
に
終

了
し
た
υ

一
、
地
臥
補
生
制
織

の
強
化
鉱
允
を
M

X
 

一
角
川
に
ーよ
み
を
跡的

て
な
い
連
載
を
推

進
し
、
蚊
や
ハ
エ

合
一
体
…
誠
し
、
ま
た

ね
ず
み
の
駆
除
等

を
し
、
伝
法
制
の

松
山
川
を
則
す
ら

一
、
あ
ら
ゆ
る
機
公
を
と
ら
え
、
術
小
川
ル

担
の
布
川
引
を
訓一
る

F

てと
。

一
、
国
及
ひ
県
等
の
研
修
会
に
准
ん
℃
山

川
し
、
ま
た
先
進
地
の
状
耐
を
視
察
す

る
こ
と
ν

一
、
公
川
河
川
凶
に
つ
い
て
も
樹
川
的
に
と

り
制
み
、
川
係
縄
問
に
働
き
か
け
る
こ

ι
 

とな
お
こ
の

m
k
、
ドバ年
誠
実
に
隙
山
判
例

中
．
に
川
パ
く
し
た
例
人
及
び
間
体
に
、
そ
れ

ぞ
れ
炎
彬
状
仙
以
び
出
謝
状
が
版
与
さ
れ

た
。
開
け
川
関
係
の
受
賞
者
次
の
と
お

、
，
ノ
乙

。

他
州
釘
千
（

h
H

〉

大
村
彦
七
（
し
尿
処
理
）

（
民
生
議
）

// 

ー
あ

な

た

を

守

る

一

「
｜
国
民
健
康
保
険
じ

届
出
は
十
四
日
以
内
に

0
6
し
国
保
が
な
か
っ
た
ら

わ
た
し
た
ち
は
、
他
の
医
標
保
険
（
職

場
叫
健
戚
保
険
、
公
務
員
や
教
員
な
ど
の

比
済
組
合
、
け
版
健
康
保
険
、
船
的
保

険
）
に
加
入
し
て
い
な
い
人
お
よ
び
生
活

保
護
を
う
け
て
レ
な
い
人
は
、
み
な
阿
保

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

凶

体

制

川

町

述

介

r
l
t
｜

ー

ノ

λ

い

っ

て

い

ま

す

。

何
人
九
附
山
部
作
（
指
制
排
進
）
と
こ
ろ
で
、
も
し
凶
氏
健
康
保
険
が
な

。

勝

村

政

i
u

（川
消
制
ハ
り
か
っ
た
ら
、
わ
た
く
し
た
ち
の
片
山
川
は
ど

胃

・

婦

人

検

診

の

巾
し
込
み
は
、
検
診
一
イ
耐
に
、
川

内
、
婦
人
会
を
通
じ
て
行
な
ぞ
て
く
だ
さ

巡

回

案

内

に検
診
料
は
、
再
検
六

O
O円
の
と
こ
ろ

一一一
0
0
円
、
同
検
四
五

O
円
の
と
こ
ろ
二
一

C
円
か
い
町
で
補
助
し
ま
す
。

附
十
冗
年
即
、
の
険
診
口
位
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ハ
同
門
集
団
検
診
〉

川
口
付
別
日
（
篠
川
）
、
い
け
却
日
（
山

崎
）
、

2
川
市
川
（
境
）
、

2
川
行
日

目
U
（山）

、

3
ハ

l
H
（
μ
m
H凡）

3
パ

2
U
（
大
家
陀
）

、
3
川

3
N

（
山
崎
）

ム
婦
人
検
診

γ

7
H川
幻
日
（
冗
闘
い
仕
）

、
川
川

H
U

（
陶
保
〉
、
ロ
バ
7
U
（
ぬ
）
、
ロ
川

9
H
（
日
崎
）
、
門
司
川
行

n
（
佐
川
γ

、

2η
同
日
、
同
日
（
川〉

、

3
月
幻
日

（
大
家
庄
）
、

3
月
幻
日
（
山
崎
）

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
民
生
課
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
民
生
課
）

全
同
死
亡
者
の
六
割
近
く
や
占
め
る
山

人
病
予
防
刈
策
に
つ
レ
て
は
、
問
、
県
あ

げ
て
の
点
張
謀
祖
と
し
て
取
め
あ
げ
ら

れ
、
川
γ
則
先
見
、
早
期
治
療
の
対
策
に
力

を
入
れ
て
レ
ま
す
む

そ
し
て
、
以
前
か
ら
、
検
診
東
に
よ
る

受
診
勧
突
を
川
々
町
内
会
を
品
川
じ
て
わ
な

い
、
川
り
あ
て
さ
れ
た
検
診
命
的
化
し
て

を
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
川
町
に
検
診
献
が

附
入
さ
れ
、
こ
と
し
は
大
附
な
州
市
が
子

定
さ
れ
て
い
ま
す
む

明

U
町
で
も
、
こ
と
し
か
ら
検
診
車
を

地
以
に
巡
閲
し
て
予
防
に
努
め
る
汁
一
州

で
、
す
で
に
山
パ
二
十
三
日
か
ら
地
域
へ

出
向
い
て
検
診
し
て
い
ま
す
。

f
同
分
の
健
僚
は
自
分
で
守
る
w

、
一

年
一
凶
は
こ
の
検
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

う
な
っ
て
い
・
弓
で
し
ょ
う
む

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
冗
え
な
と
き
は
川
担

は
あ
り
ま
せ
ん
u

し
か
し
、
家
族
の
いた
れ

か
が
寝
つ
い
た
場
合
、
大
き
な
痛
に
の
ぼ

る
医
療
費
の
品
円
相
に
耐
え
主
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
ら

旧
民
館
康
保
険
は
、
お
五
レいか
J
T
U

み
か

九
掛
金
（
保
険
脱
）
を
山
し
人
け
い
、
こ
れ

に
同
や
市
町
村
も
負
制
しし
て
、
病
気
や
け

が
の
と
き
助
け
合
お
r
J
と
い
－
ソ
梢
神
か
ら

始
ま
っ
た
問
万
一
扶
助
の
組
織
で
す
。

。
国
保
に
加
入
す
る
人

他
の
医
牒
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人

お
よ
び
生
日
削
除
躍
を
党
け
て
い
な
い
人

。
国
保
に
加
入
す
る
目
、

加
入
を
や
め
る

ロH
て
加
入
す
る
日

川
、
転
入
し
て
主
た
け
（
他
の
帥
開
放
保

険
に
入
っ
て
い
な
レ
川
柳
作
）

仰
、
職
場
の
飽
胤
保
険
を
ぬ
け
た
川

内川
、
川
小
ιl
た
川

刷
、
生
活
保
維
を
党
け
な
く
な
っ
た

u

一
、
加
入
を
や
る
日

川
、
他
の
市
町
村
へ
転
山
し
た
現
U

問
、
職
場
の
健
康
保
険
へ
入
っ
た
日
の

者

J
l

仙
死
亡
し
た
い
の
問

u

刷
、
住
所
川
町
一
離
を
う
け
は
じ
め
た
日

。
保
険
税
は
被
保
険
者
に
な
っ
た
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
書
は
四
期
分
を

ま
と
め
て
交
付
に

今
ま
で
、
川
氏
剣
山
保
険
税
の
制
川
占

は
矧
別
似
に
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
し
十
一
が

今
年
か
ら
、
町
県
民
税
、
間
定
資
保
税
問

機
、
間
期
分
一
一
山
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
レ
ぇ
こ

れ
に
伴
い
、
被
保
険
者
に
移
動
の
あ
っ
た

方
は
、
保
険
証
と
納
付
惑
を
共
に
役
場
窓

口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（

税
務
課
）

保
険
夜
は
、

Mm係
険
布
と
な
っ
た
ハ
か

ら
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ら

被
保
険
者
に
な
る
と
い
う
の
は
、
役
場

の
笠
い
で
何
け
を
し
た
円
か
ら
で
は
あ
り

ま
せ
ん
ら
町
に
転
入
し
て
き
た

u、
あ
る

レ
は
他
の
健
脱
似
険
の
適
用
を
受
け
な
く

k
っ
こ
寺
－て
よ
ド
ト
υ

で
ま
．
悶
え
肱
紅
R
M
4

7
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R
3
1
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険
の
資
防
相
取
得
と
い
r

っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
川
け
が
遅
れ
ろ
と
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。川

け
は
卜
問
日
以
内
に
し
ま
し
ょ
う
ν

（川氏仲仁川峠）

昭
和
四
＋
五
年
分
所
得
税

の
予
定
納
税
と
減
額
申
請

に
つ
い
て
の
お
し
ら
せ

。
一納
付
期
限

第

一
期

じ

パ

二
十

一
日

ら
一
ナ
定
納
校
の
減
制
申
請

h
h
パ
三
十
日
の
場
侃
で
見
積
っ
た
申
告

納
税
見
積
額
が
、
能
楽
、
休
業
、
失
業
、

武
宮
、
盗
難
、
等
に
よ
る
損
害
や
、
医
療

費
の
支
出
、
業
況
不
鋲
、
扶
養
親
族
の
増

加
な
ど
で
、
お
知
ら
せ
し
た

「
予
定
納
税

拡
散
中
額
一

よ
り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ

る
方
は
、
七
日
十
五
日
ま
で
に
誠
師
同
市
諦

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
っ

（
税
務
署
）

今
月
の

私
金
ほ

凶
民
健
康
保
険

凶
定
資
産
税

一一
一
一
分
で
す

a品
T
n
6
n
u



(4) 
昭和45年 7月 10日
月 刊（毎月 10日発行）

各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
設
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八
冗

d

宮
内

V
彼
川
地
げ
れ
日
ハ
ν
1
ボ

1

山門コ

ー
ス
の
風
来

び
つ
き
、
打
ち
合
い
、

さ
を
味
わ
っ
て
レ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

こ
の
あ
と
、
蛭
在
、
羽
入
、
谷
地
区
の

人…泌
を
対
象
と
す
る
簡
易
バ
レ
l
ポ

l
N

コ
ー
ス
、
町
内
青
壮
年
を
対
象
と
す
る
ス

キ
l

コ
1

ス
が
そ
れ
ぞ
れ
計
画
さ
れ
て
い

る
が
こ
の
λ
ボ

l

ツ
教
室
の
成
果
を
、

－館

山肌な
か
ら
だ
．
つ
く
り
、
明
る
い
小
ぃ
柄
づ
く

〔
刊
川
四
丁
目
児
童
ク
ラ
プ
〕

荒
川
凹
．
1
日
児
童
ク
ヲ
プ
は
、
昨
年
三

月
、
町
内
会
と
父
兄
が
中
心
と
な
っ
て
、

児
童
の
健
会
育
成
を
目
壊
に
結
成
さ
れ
た

ク
ラ
プ
で
あ
る
－u

昨
年
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
始
め
、

海
水
出
、
キ
ャ
ン
プ
、
ク
リ
ス
マ
ス
、

l
f

院
の
消
閥
、
廃
品
川
収
な
ど
私

7
・
山
事
長

を
行
な
い
二
年
け
を
迎
え
た
b

さ
き
に
、
町
内
会
の
協
力
の
d
b
と
に
廃

品
川
収
を
お
こ
な
つ
れ
が
、
午
前
七
時
カ

ら
設
校
削
ま
で
に
、
ク
ヲ
プ
H
H
合
員
と
指

必
者
が
リ
ヤ
カ
ー
一一一ム
H

を
使
っ
て
川
収

し
、
検
金
の
結
果
的
問
、
五

O
O余
刊
の

収
入
を
得
、
今
年
度
の
東
京
資
金
の
一
郎

と
し
、
こ
れ
か
ら
の
夏
休
み
行
事
の
賞
用

に
と
グ
ヲ
プ
凸
が
受
し
み
に
し
て
し
る
υ

り
へ
と
役
作
一
た
せ
た
い
も
の
で
あ
る
レ

（
教
員
委
員
会
）

8

S
だ

よ

り

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ー
明
日
第

一
一
回
で
は
、

年
少
隊
（
カ
プ
）
の
隊
員
募
集
を
行
な
っ

て
い
ま
す
ι

よ
い
シ
ツ
ヶ
、
ょ
レ
ア

ソ
ビ
の
ポ
l

イ

ス
均
ウ
ト
に
入
閉
ざ
せ、

強
レ
こ
ど
も
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
G

ーし

一
、
対
象
者
小
学
校
二
・

コ
一
年
生

一
、
申
込
先
制
H
町
教
育
委
員
会
事
務
局

ト

肥

時

計

山

（
B
S朝
日
第
一
間
）

こ
れ
か
ら
の

一
一
闘
の
活
動
が
間
作
さ
れ

る
ι

（
教
背
番
目
会
）

人
写
真
V
大
成
果
を
お
さ
め
た
然
川
内

］
円
児
蛍
ク
ヲ
プ
の
雌
品
川

収

そ
の
昔
、
六
月
三
十
日
は

一
年
の
上

半
期
の
最
後
の
日
と
し
て
、
節
分
な
ど

と
同
じ
意
味
で
民
間
で
も
罪
け
が
れ

や
悪
症
を
追
い
弘
う
た
め
の
大
は
ら
い

を
行
な
い
、
あ
わ
せ
て
下
半
期
の
健
康

安
全
を
祈
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い

る。
鬼
遠
祭
り
と
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
呼
ば

れ
た
か
、
い
み
じ
く
も
そ
の
も
の
X

バ

リ
の
祭
名
で
あ
る
。

占
く
は
こ
の
日
、
近
郷
山
間
地
か

ら
、
牛
馬
、
に
わ
と
り
、
般
物
、
位、

布
や
農
具
な
ど
持
ち
寄
り
、
物
均
失
地
一

の
市
が
関
か
れ
、
ぞ
れ
が
い
つ
し

か
神
事
と
合
流
し
近
代
の
形
に
変

化
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
も
あ

る
ふ明

治
末
期
や
大
正
初
期
に
生
ま
“

れ
た
中
老
人
に
と

っ
て
は
、
現
介
刊

の
山
地
遥
祭
り
は
、
こ
ど
も
や
孫
に

』
」
づ
か
い
を
せ
び
ら
れ
る
ω限
度
の

印
象
で
し
か
な
く
、
少
年
時
代
、

胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
待
っ
た
郷
怒

も
遥
レ
思
レ
ル
山
に
過

g
な
い
ー
で
あ

ろ・フ
d

一
任
時
の
鬼
遥
祭
り
も
や
は
り
町
役
場

債
の
広
同
械
を
中
心
に
、
本
町
、
小
川
向

に
H
緩
レ
の
ひ
さ
し
を
つ
ら
ね
た
伶
只

附
の
跨
店
が
祭
り
の
象
徴
で
あ
っ
た
。

当
時
の
役
場
慌
の
広
川
吻
は
、
現
什
刊
の

二
倍
以
上
の
a仏
さ
を
も
ち
、
小
火
に
サ

小
品
h
さ

l

カ
ス
（
そ
の
頃
は
将
来
と
称
し
て
ト

た
）
が
小
川m
J
V
－か
け
、
人
’
A
を
よ
ん
た

も
の
で
、
－L
乗
り
、
綱
渡
り
、
白
川
な

ど
を
中
心
に
、
例
に
よ
っ
て
、

4

い火
山川…

の
夫
－
の
店
後
J
V」
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
山
一

り
岨
円
か
せ
、
大
い
に
符
の
じ
を
括
的
つ
れ

も
の
で
あ
る
ω

付
近
に
は
、
い
か
が
わ

吊
品

τ
n
a
n
U

し
い
見
せ
も
の
小
屋
が
な
ら
び

「
代
は

児
て
の
お
か
え
り
」
》
一し
わ
が
れ
た
声

で
呼
び
か
け
、
入
っ
て
み
て
そ
の
つ
ま

ら
な
さ
さ
に
が
つ
が
り
し
た
の
も

一
度

た
け
で
は
な
か
っ
た
c

ま
た
一
．の
ぞ
き
」
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
明
治
時
代
の
人
情
ば
な
し
ゃ
裁
判

物
を
主
題
に
し
た
大
き
な
絵
を
く
み
会

わ
せ
て
ひ
ろ
げ
、
細
い
折
で
板
を
叩
き

な
が
ら
、
文
句
よ
ろ
し
く
う
た
い
な
が

ら
、
タ
フ
イ
マ
ヅ
ク
ス
の
場
面
を
サ
ツ

ト
開
い
て
見
せ
た
り
し
た
。
当
時
二
銭

か
五
銭
を
は
た
い
て
、
度
の
弱
い
凸
レ

ン
ス
の
山
八
に
限
を
く
っ
つ
け
て
夢

或
ω
山
中
で
う
た
の
文
句
を
聞
い
た
も
の

3
B
で
あ
る
む
今
に
し
て
思
え
ば
、
現

雑

誌

紙

芝

居

前

身

で

あ

ろ

う

E
Z

が
、
全
く
チ
ヤ
チ
で
、
ば
か
ば
か

克

男

し

レ
限
で
あ
る
が
、
お
と
な
も
子

’
U

ど
も
も
、
そ
ん
な
も
の
を
の
ぞ
い

d

て
楽
し
ん
で
い
る
盗
が
限
に
浮
か

を

び
、
こ
よ
な
く
な
っ
て
い
。

r
b

別
立
子
文
明
に
取
り
阻
ま
れ
て
パ
ム

A
H
C

泊
す
る
現
代
の
こ
ど
も
た
ち
に

は
、
現
在
の
山
地
遥
祭
り
が
ど
の
程

度
の
郷
愁
を
与
え
て
い
る
か
測
定
や
惣

倣
の
基
準
も
む
ず
か
し
レ
が
、
や
は
り

ー
ま
つ
り
い
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
が

何
と
な
く
策
し
い
ら
し
く
、

一
作
に
一

度
め
ぐ
町
く
る
こ
の
鬼
泌
祭
円
も
、
相川

Mm的
な
い
山
か
ら
パ
え
ば
、
川
吋
代
の
こ
ど

も
に
も
プ
ラ
ス
す
ゐ
川
か
が
あ
る
よ
－
コ

，
－
川
い
〕
〈
ノ
叫（

制
強
会
此

川
市
皆川
約
）• 
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ひ

い
よ
い
よ
、
稲
も
mT
午
種
か
ら
順
次
穂

が
川
始
め
る
頃
に
な
り
ま
し
た
。
ニ
れ
か

ら
が
捻
実
在
良
く
し
て
良
質
米
を
生
産
す

る
卓
要
な
時
期
に
入
り
ま
す
の
で
、
－
」
の

こ
と
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
レ
と
思
い

ま
す
が
、
，
一
と
し
の
稲
の
生
育
の
進
み
方

は
、
ム
ー
（
六
日
ハ
ボ
日
現
在
）
）
の
状
態
で

は
大
体
平
年
波
み
で
あ
り
、
今
後
も
平
年

波
み
に
生
育
す
る
も
の
と
し
て
述
べ
て
み

ま
す
。ま

ず
、
組
肥
に
つ
い
て
は
、
山
崎
他
期
の

十
五

H
前
ま
で
で
、

H
r生
で
は
七
月
十
日

頃
ま
で
で
す
ら
小
生
、
晩
生
も
同
じ
事
で

た
と
え
ば
、
ゴ
毛
マ
サ
リ
な
ら
ば
七
月
二

十
五
H
．
噴
ま
で
、
日
本
附
は
七
月
末
日
頃

ま
で
で
す
。
ま
た
施
す
量
は
、
成
分
置
で

一
O
G当
り

N
－
匂

t
一
、
五
匂
ま
で

で
、
ぞ
れ
以
上
に
施
し
た
い
時
は
二
回
に

し
て
行
な
う
事
で
す
。

次
に
、
レ
も
ち
病
に
つ
い
て
は
、
出
穂

直
前
と
川
穂
則
及
び
傾
穂
朗
の
三
回
は
必

ず
衆
剤
散
布
を
行
な
い
、
穂
首
や
枝
梗
を

Hmら
さ
な
lv
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
枯
れ

て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

次
は
ウ
ン
カ
類
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ

れ
は
ま
だ
発
生
状
況
が
は
っ
き
り
つ
か
め

ま
せ
ん
の
で
、
あ
と
で
特
報
で
疏
す
こ
と

に
し
ま
す
。

次
は
水
管
邦
一
に
つ
い
て
で
す
が
、

さあ（射益事長易会見）第179号(5) 

一、

wwmチ
主
人
い

［
市
山
県
柏
貸
手
作

川
〔
A
）
、
大
学
K
T
業
ま
た
は
作
治

見
込
み
の
お
約
二

O
名

と

に

か

く

、

良

質

米

と

は

み

の

り

の

以

［

B
〕
、

〔
A
〕
以
外
の
者
で
山
川

レ
部
で
す

Q
M・
米
や
は
米
等
中
氷
川
和
…米

を

少

校

卒

た
程
度
の
学
力
あ
る
有

約
五
式
名

し
で
も
み
の
内
を
良
く
す
る
こ
と
で
す

d

ぞ
れ
は
、
荒
熟
歩
合
が
向
く
千
ね
抵
の
重

2
替
制
斤
讐
察
官

い
米
で
す
。
そ
ん
な
米
は
股
紛
の

諸

積

が

（

A
｝
、

〔
B
〕
あ
わ
せ
て
約
九
名

良
好
で
、
光

沢

や

粒

強

り

す

ぐ

れ

、

縦

期

間

一

一

、

受

付

期

間

が
浅
く
、
偽
精
少
借
り
も
高

い
わ
け

で

な

お

、
七
川
か
ら
、
保
険
料
は

一
カ
川
附
和
四
十
冗
年
山
川
五
日
か
ら
七
川
ニ

ナ
。
そ
ん
な
米
に
仕
上
げ
て
ゆ
し
レ
と
忠
四
五

O
刊
に
な
り
ま
す
。
園
長
年
金
に
つ
十
七
日
ま
で

2
・・
＝・・
＝・・
－z・
＝・
・室
・2
・・2
・・
＝・
・＝－
－－s
・
＝－
・
＝・
・2
・z
－・
・2・圭
・・2
・
・2
・三
・・＝・
圭・
＝・
・・2
・E
－－
三
・主
・呈
・E
・E
・
－＝・
－＝
・－＝
・2
－－
－－z
－E
・呈
・＝・・z
－・
＝－
－・2
・・・＝
・
＝＝・三
・・＝
・＝・
・・2
・＝－
・2
・・

一

詩
特
約
付
な
ら
契
約
保
険
金
の
三
倍
（
タ
か
し
非
常
災
常
の
と
き

μJ
一
二
倍
支
払
い

一

ロ

バ

1
保
険
で
は
満
矧
の
五
倍
）
を
支
払
に
該
当
す
る
成
合
ひ
も
、
保
険
金
を
即
時

レ
ま
す
c

に
支
払
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
非
常
即
時
貸

ま
た
、
特
約
の
な
い
パ
一
泊
の
間
劾
似
険
付
も
し
ま
す
。

で
は
倍
額
（
夕
日
l
パ

1

保
険
で
は
満
期

4
災
害
救
護
活
動

の
三
倍
）
支
払
い
V

と
な
り
ま
す
。

全

国

二

九

カ

所

に

設

け

ら

れ

て

い

る

附

2
入
院
傷
害
保
険
支
払

日
勿
保
険
診
療
所
に
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
壮
訳
出

傷
害
特
約
付
簡
易
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
を
備
え
た
診
療
向
動
車
や
、
診
様
船

と
、
災
筈
で
負
傷
し
て
五
日
以
上
入
院
し
が
あ
っ
と
、
山
間
へ
き
地
‘
絞
れ
品
な
ど

た
場
合
は
、

一

uに
つ
き
契
約
保
険
金
の
医
療
局
設
に
恵
ま
れ
な
い
概
医
村
な
ど
を

千
分
の
一
（
二
百
万
円
契
約
の
場
合
は
二

巡
回
し
て
い
ま
す
が
、

風
水
害
、
地
震
、
大

千
円
）
の
入
院
保
険
金
を
支
払
い
ま

火
な
ど
の
災
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ

す

。

の

機

動

性

を

発

押

し

、

特
別
出
動
を
し
て

ま
た
、
身
体
に
削
同
開
を
生
じ
た
場
合
は
披
害
者
の
救
護
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

指
一
本
か
ら
両
眼
失
明
な
ど
、
そ
の
程
度

5
緊
急
災
害
融
貨

に
よ
り
、
製
約
保
険
金
の
｝
割
か
ら
十
割
そ
の
ほ
か
、
簡
易
保
険
は
、
災
筈
対
協

の
傷
害
保
険
金
を
支
払
い
ま
す
。

と

し

て

、
災
害
に
あ
っ
て
ニ
わ

れ
た
提

3
保
険
金
非
常
即
時
支
払
、
非
常
即
時

防
、
僑
、
道
路
な
ど
を
復
旧
す
る
た
め
、

貸
付

簡
易
保
険
の
積
立
金
の
中
か
ら
、
都
道
府

簡
易
保
険
で
は
、
一
二
倍
支
払
い
や
、
そ
県
市
町
村
に
緊
急
融
資
を
し
て
い
ま
す
ο

の
ほ
か
特
殊
な
も
の
を
除
き
、
関
係
書
簡
こ
の
よ
う
に
、
簡
易
保
険
は
、
災
害
に

が
そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
、
抑
制
求
と
同
時
に
保
対
す
る
鍛
え
か
ら
後
始
末
に
ま
で
活
躍
し

険
金
を
支
払
う
の
が
た
て
ま
え
で
す
。
し
て
い
ま
す
c

（
伯
郵
局
）

は
、
位
同
や
出
削
川
ド
ィ
1
．場
申
引
け
に
よ
ウ
て

ち
か
い
ま
す
が
、
七
川
に
人
れ
ば
、
た
と

え
ば
一
一日
ぶ
な
人
れ
て
一一一
日
必
点
す
る
と

か、

一一一

H
mぶ
し
て
二
日
泌
水
す
る
た
と

し
て
、
公
は
ト
上
出
に
次
分
を
トJ
え
る
何
度

で
、
ノ
仰
け
成
会
入
れ
る
必
吹
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
議
次
則
は
、
刈
防
り
の
卜
H
く

ら
い
前
と
し
、
米
に
刷
割
れ
が
人
ら
ぬ
よ

う
に
注
止
し
て
く
た
さ
レ
ふ
特
に
八
ハ
木

の
段
期
間
品
の
附
則
に
刈
取
る
円
卜
午
．
日刊は

刷
割
れ
が
で
き
や
す
く
、
作
庄
が
肘
む
で

す
G

災
害
と
簡
易
保
険

こ
れ

わ
が
国
は
、
地
形
的
、
気
象
的
に
ゆ
L3

を
受
け
や
す
い
門
然
環
突
に
お
か
れ
て
し

ま
す
。

と
く
に
、
つ
ゆ
と
主
の
徳
一
雨
前
線
の
ポ

動
に
よ
る
集
中
家
出
、－
反
か
ら
秋
に
か
け

て
の
台
風
な
ど
に
よ
る
災
害
が
多
く
、
毎

年
お
お
ぜ
い
の
死
傷
者
を
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
災
害
で
、

一
家
の
支
柱

を
失
う
と
、
そ
の

H
か
ら
家
族
は
生
活
に

闘
っ
て
し
ま
い
ま
す
u

ま
た
災
需
で
れ
偽

し
た
よ
う
な
場
合
は
、
治
療
費
の
負
担
が

大
変
で
す
。

そ
こ
で
簡
易
保
険
で
は
、
こ
う
し
た
災

轡
の
非
常
時
で
も
、
家
庭
の
幸
福
が
守
れ

る
よ
う
、
加
入
者
に
い
ろ
い
ろ
と
便
宜
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。

1
保
険
金
の
三
倍
支
払
い

簡
易
保
険
に
加
入
後
二
年
以
上
た
ウ
て

か
ら
、
地
震
、

洪
水
な
ど
の
天
災
や
、
思

わ
ぬ
事
欣
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
場
合
、

向

レ
ま
す
－v

（人駒山ハ
州民
交
改
良
行
山仏
所
州
明
日
十
ベ
川
）

い
て
わ
か
わ
な
ト
こ
と
か
あ
れ
ば
、

一心〆、

の
年
余
香
・
ね
さ
ん
か
、
役
場
の
川
氏
’
作
合

係
へ
お
た
す
れ
〈
仁
さ
レ
ι

保
険
料
の
納
付
を

忘
れ
な
い
で
み
・

戸川氏ル
1
．訓
）

警
察
官
募
集
。

圏
一
一

m由
民
に
よ
っ
て
納
付
記
は
別
々

咽
叫
珂
固

で
す
が
、
卜
〈
ネ
は
、

一
カ
月
あ

圃
阻
陪
困

る
い
は
．
一一
力
川
．
こ
と
に
接
金
さ

｜
｜
｜

れ
て
レ
ま
す
。

七
ハ
は
凶
川
氏
年
金
保
険
料
の
険
認
片
で

す
の
で
、
州
、
．
九
、
六
川
分
の
保
険
料
を

ま
た
納
め
て
い
な
い
人
は
、
ヒ
月
中
に
必

ず
役
場
の
窓

μ
か
、
町
内
の
保
険
料
の
世

話
を
さ
れ
て
い
る
方
に
、
納
め
ま
し
ょ

’吋
J
FV

－一一、
以
験
則
日

－
L

抑

一
次
ぷ
駒
戸
市
川
叫
ぷ
験
と
ん
身
体
険

伐
）附

和
明

l
．h
．
作
八
川
二
日
、
市
山
小

部
内
校
に
お
い
て

2
第
二
次
ぷ
験
（
一
週
快
砂
．A
町
、
ぃ
間
接
試

験
）附

和
問

l
・九
作
九
月
初
旬
頃
市
山
市

に
お
い
て
実
施

問、

党
験
に
つ
い
て
の
く
わ
し
レ

こ
と

は
、
普
京
将
ま
た
は
も
よ
り
の
笹
山
町

官
駐
作
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
七
さ

ト
，u

〔
人
兵
警
察
署
〉

第
三
回
青
年
芸
能
大
会
成
績

総
合
優
勝
出
校
下
回
、

在
見
発
表
の
部

最
慌
秀
賞
井
保
恵
子

努

力

武

清

水

英
信

折
。
行
時
夫

hm保
校
下
問

（的）
（
南
保
）

（
笹
川
）

λ
開
業
の
部

優

秀

貸

出
校
下
問

似
刀

h
H

賞

雨

保

・
彼
川
絞
下
回

前
劇
の
部

優

秀

賞

山
校
下
回

努

力

対

雨

保

校

下

問

舞
踊
の
部

優

秀

賞

・

γ
家
パ
校
下
回

努

力

賞

笹

川

・
山
崎
校
下
回

（
朝
日
町
連
合
針
作
団
）

わ

び

本
誌
ん
ハ
月
号
（
第

一
七
八
号
）
六
貝
の

一朝
日
町
連
合
婦
人
会
役
員

一
に
次
の
方

々
が
抜
け
て
レ
ま
し
た
の
で
出
加
い
た
し

お
わ
び
し
ま
す
。

記

副
会
長
仙
名
敏
子
（
山
崎
）

書
記
荒
尾
嘉
栄
（
五
倍
庄
）

お
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「

一

も

う

す

ぐ

夏

一休

み
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夏
休
み
も
間
近
か
、
朝
臼
町
青
少
年
問

題
協
議
会
で
は
、
定
の
青
少
年
を
守
る
運

動
の
『
還
と
し
て
、
七
月
末
か
ら
渡
期
少

年
補
導
セ
y

タ
ー
を
開
設
し
ま
す
が
、
各

家
庭
に
お
か
れ
て
も
次
の
ニ
と
が
ら
に
協

力
く
．
た
さ
・日

ひ

記

一
、
非
行
や
事
改
を
な
く
し
よ
う

－
夜
の
外
出
は
九
時
ま
で
と
し
、

歩
き
は
し
な
い
G

－
こ
ど
も
の
遊
び
、
持
ち
物
、
服
装
な

ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
む

・
川
、
用
水
．
た
め
池
・：
：
・
・危
険
な

場
所
を
点
検
し
て
、
こ
ど
も
を
水
の

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
毎
月
第
三
日
曜
は
家
庭
の
日
で
す

・
家
族
が
し
r
っ
し
よ
う
に
過
ご
せ
る
よ

さあ（＝~l話会易会~） 第179号

い
時
期
で
す

3

・
家
放
の
話
し
合
い
や
、
み
ん
な
で
ス

ポ
ー

ツ
を
す
る
な
と
、
家
荻
の
結
び

つ
き
を
深
め
ま
し
ょ
う
ら

－
家
族
み
ん
な
が
朝
夕
の
あ
レ
き
っ
か
』

l
u

－－εl
M
ト
AF
F
JC

人

一
、
町
ぐ
る
み
で
よ
い
環
境
づ
く
り

二
怒
レ
本
は

「
読
ま
な
い
」
一
見
せ
・
な

し
亡
、
「
売
ら
な
い
」
：：：
：
－三
な

い
運
動
υ

－
青
少
年
に
よ
く
な
い
雑
誌
や
週
間
誌

を
家
庭
に
込
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
υ

一
、
交
通
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

－
二
人
乗
り
自
転
車
、
無
灯
火
に
注
窓

し、

交
通
規
制
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

（
青
少
年
問
題
協
議
会
）

衛
生
害
虫
を

駆
除
し
よ
う
0
・

気
品
の
上
昇
と
と
も
に
、
．
忠
俊
伝
来
的

食
中
議
の
多
発
時
期
が
や
っ
て
主
ま
し

た。
こ
れ
ら
の
媒
体
と
な
る
ヵ
、
ハ
T
一、
ゴ

キ
ブ
リ
の
術
生
嘗
虫
の
レ
な
レ
環
坊
を
望

ま
な
い
者
は
い
ま
せ
ん
ω

カ
や
ハ
エ
が
付
近
に
れ
山
い
る
の
は
、

そ
の
発
生
源
で
あ
る
き
た
な
い
場
所
が
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
、
カ
と
ハ
エ
は
交
さ
に
不
潔
と
不
備
生

の
シ
ン
ボ

ル
で
す
む

偽
h

笠
宮
回
虫
持
を
駆
、
除
す
る
ご
と
は
、
そ

の
ま
ま
明
る
く
住
み
よ
社
会
に
つ
な
が
る

わ
け
で
、
私
、淳
一
の
身
近
な
原
魔
術
生
の
改

善
に
よ
っ
て
、
．
悪
レ
病
認
を
撲
滅
し
、
明

る
い
健
康
的
な
社
会
を
つ
く
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

明
円
町
で
は
、
昭
和
凶
十
一
一
一
年
二
月
以

米
部
染
病
、
食
中
お
が
全
く
発
生
し
て
お

ら
ず
、
こ
れ
は
、
住
民
の
衛
生
知
識
の
向

上
、
衛
生
害
虫
等
駆
除
の
指
底
が
功
を
申
卒

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ニ
と
し
も
．
こ
れ
ら
の
発
生
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
て
、
町
で
は
防
疫
殺
虫
剤
の
二
割

同
助
と
と
も
に
、
防
成
器
具
の
貸
し
出
し

を
行
な
っ
て
レ
ま
す。

防
疲
作
業
は
、
い
く
ら
ひ
と
り
で
毎
日

消
混
を
実
施
し
て
も
、
周
囲
が
す
べ
て
関

心
を
持
・
た
な
け
れ
ば
無
駄
事
で
す
c
こ
ん

な
と
き
何
と
↓日っ

て
も
、

防
疲
獄
具
（
四

兼
按
）
を
利
用
し
て
、
町
内
単
位
で
実
施
・

す
る
こ
と
が
最
も
良
い
方
法
で
す
。

住
民
す
べ
て
が
清
潔
で
快
適
な
快
活
を

す
る
に
は
、
ひ
と
り
が
地
域
全
体
の
生
活

還
は
況
の
浄
化
を
心
が
け
て
こ
そ
可
能
と
レ

う
も
の
で
す
。

しー］

（
民
生
諜
）

mーた
丙ぱ
で こ

宗は
ま
し
ょ
っ：

タ
バ
コ
を
町
内
で
お
買
い
に
な
り
ま
す

と
、
一

知
（
一
一

O
本
入
り
）
に
つ
い
て
十

三
円
八
十
七
銭
が
た
ば
こ
川
費
税
と
し

て
、
町
の
収
入
に
な
り
ま
す
。

こ
と
し
の
収
入
予
定
は
‘
約
一
、
九

O

C
万
円
で
す
。

川
外
に
お
出
か
け
の
と
き
は
、
ぜ
ひ
朝

日
町
内
の
タ
バ
コ
蹴
さ
ん
で
お
資
レ
水
め

く
ど
さ
レ
υ
．

（
税
務
淑
）

；善j
i意！

？の主

J窓き

つ
主
の
方
々
の
ご
芳
志
に
感
謝
し
r
た
し

ま
す
乙

一
、
斉
藤
俊
光
（
弁
の
円
）

社
会
福
祉
第
業
に

U4
0
0
円

一
、
凶
田
富
美
子
（
藤
塚
〉

紅

会

福

祉

事

業

に

五

O
O円

一
、
浦
田
与
三
次
〈
荒
川
四
丁
目
）

社
会
福
祉
事
業
に
五
、

0
0
0円

一
、
水
肝
勇
一
（
富
山
市
）

社

会

福

祉

事

総

に

て

五

C
O円

一
、
訟
原
呉
服
店
（
荒
川
一
丁
目
〉

学

生

服

六

三

点

（
朝
日
町
義
・
一
貫
一
山
銀
行
）

よ

ろ

こ

び

の

人

グ
荒
川
川
平
柳
正
義
、
横
尾
H
加
藤
き
ぬ

子
ソ
泊

H
川
上
陸
）
、
沼
保
日
大
村
小
代
子

ゾ
笹
川
H
小
林
幹
向
‘
笹
川
H
堀
内
友
子

〉
蛭
谷
川
谷
口
守
男
、
藤
塚
H
有
一
れ
拍
央
本

ソゾ
荒
川
H
山
恨
憎
M
W
、
ハ
サ

h
m
H
h
ニ
U
夫

美
子

V
下
山
新

u．由－
b
義
秋、

入
善
町
H
山
崎

小
夜
子

一V
道
下
h

凹
白
川
間
夫
、
川
ザ
柳
リ
抑
符
美
子

〉
平
柳
H
坂
東
米
夫
、
州
H
山
町
田
仲
r寸

赤
ち
ゃ

ん

誕

生

一

〉
来

草

野

特

別

店

長

女

山

英

香

〉
招
保
以
科
川
稔
三
男
…
掛
川
郎

ノ
V

東
京
刑
判

1
可
崎
俊
雄

長
男

俊

ギ

ゾ
塊

水

品

義

行

二
女
ぃ
仰
心

〉
東
草
野

V
月

山

〉
殿

町
一v宮
崎

〉
細

野

V
山

崎

マw
T

柳

払
横

尾

「．

v
石

谷

マ
山
崎
新

マ
南

保

艇
問
峰
雄

西
村
高
之

野

旧

潔

針
谷
一
一
樹

監
酬
明
昇
一

一
肢
体
収
作

折
谷
賢
雄

鹿
米
一
成

山
本
正
之

寺
内
真
英

閉
岡
郡
一

洋隆将

史

美
智
代

直

美
高

広

雅

恵
貴

幸
則

子

志
津
佳

直

美

ニ長長長二二長長畏畏 ・良
女女女男女男女女 男男男
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な

く

な

っ
た
人
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小

沢

雅

俊
（
八

O
才）

下

択
と
き
（
七
三
才
）

佐
々
木
と
よ
〈
八

一
才
）

湯

上

谷
繁
雄
（
四
三
才）

堀
田
み
ど
り
（
四
六
才
）

水

島

ツ

W

（七

一
才）

他
係
佐
之
（
八
二
才
）

松
下
ミ
ツ
エ
（
六
一一
一才
）

楠

秀
三
郎
（
六
五
才
）

山

崎
み
よ
（
八
五
才
）

朝
日
町
の
人
口

V

（五
川
三
十
一

H
現
在
）

児

九

、

二

五

O
人

女

一
C
、
六
九
四
人

計

一
丸
、
九
四
四
人

情
一幣
数
川
、

O
七
点
以
倣
御

先
月

の

交

通

事

故

一

（朝
日
町
管
内
）

十
五
件

二
人

目

二
十
人

…
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